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2014年度第 1回研究会の報告 

 

日時：2014年 4月 19日（土）14時から 17時 

会場：戸山キャンパス 39号館 5階、第 5会議室 

 

 このたび開催された「信頼社会」研究の 2014年度第 1回研究会では、参加者約 35 名と

ともに、二つの話題提供と質疑が行なわれた。話題提供者は、竹中均先生（文学学術院教

授）と越川房子先生（同教授）である。 

 

竹中均先生「ライトノベルと自閉症の世界 —— 信頼の視点を含めて—— 」のまとめ 

 中西新太郎著『シャカイ系の想像力』によれば、近年、若者の支持を受けているエンタ

ーテインメント小説であるライトノベルには、「留保——韜晦の話法」を駆使して空気を読

みながら慎重に振る舞う登場人物たちとは別に、空気を読まない「非現実的なキャラクタ

ー」がしばしば登場している。それらのキャラクターには、ライトノベル作者の意図の如

何にかかわらず、自閉症のある人に特徴的な振る舞いに近いものが見受けられる。これは

必ずしも偶然の一致ではなく、自閉症のある人と定型発達者（健常者）が共存している現

代社会の反映と見ることはできないだろうか。 

 そのように見立ててみると、ライトノベルの中で展開されている人間関係は、定型発達者

同士の自明化された信頼関係とはひと味違う、SF的ともいうべき多世界間の信頼関係の色 

合いを帯びてくるように思われる。そこに、今後の社会の可能性のヒントを見出したい。  

（竹中先生記） 

 

越川房子先生「信頼の心理学的基礎 ― マインドフルネスを中心に」のまとめ 

 社会心理学者である山岸（1998, 1999）による『信頼』の定義、信頼社会の再構築にあ

たって要求される社会の制度、およびそのような制度の下で個人が適応戦略として身につ

けるであろう信頼力の要素について紹介し、これらの信頼力を育成するにあたって、最近

臨床心理学の領域で注目を集めているマインドフルネス・プラクティスが役立つことを示

すとともに、信頼力を高めることが適応戦略となる社会システムとマインドフルネス・プ

ラクティスとの組み合わせが、信頼社会再構築の両輪となりうることを論じた。マインド

フルネス・プラクティスは、「意図的に、現在の瞬間に、そして瞬間瞬間に展開する体験

に判断をせずに注意を払うこと」というユニークな心の態度を育成する。こうした心の態

度は、公平に見る力・差別せずに見る力を育成し、豊富な情報にアクセス可能となること

で他者の信頼性を判断する素材を増やし、より的確な判断を可能とする。（越川先生記） 

 

 竹中先生のご報告では、「個人が全員に合わせるのではなく、全員が個人に合わせる」

という視点が提示された。「個人が全体に合わせる」という構造には、本研究会で問題視

されている定型発達者中心の排除の構造があるのに対して、「特別な関心」を追求する個

人に全員が「やれやれ」と言いつつ合わせるなら、そこには排除を突破する可能性が見出



される。越川先生のご報告における「マインドフルネス」という実践は、「意図的」注意

かつ「判断停止」という操作を行うことで、日常的私たちを支配している差別的意識を脱

却させる。越川先生はこの概念を他者への信頼を回復する可能性を拓くものとして紹介さ

れた。二つのご報告は、相互に重なり合って新たな信頼の可能性にかんする洞察をもたら

すものだった。 

 次回の研究会は、6月 14 日（土）、33 号館第 10 会議室において開催される。当日は、

沖清豪先生（本学教授）と数土直紀先生（学習院大学）に話題提供をいただいて議論を行

う予定である。（報告書とりまとめ：御子柴善之） 


